
 

 

 

令和 3 年度 自己点検・自己評価 

ユマニテク看護助産専門学校 看護学科 

 

大項

目 

評価対象項目 小 評

価 

評

価 

Ⅰ 

教
育
理
念
・
目
的 

1 教育理念・目的は法的整合性と独自性があるか。 4 3.

8 2 教育理念・目的を周知しているか。 4 

3 専門職についての考え方を示しているか。 4 

4 看護・助産教育についての考え方を示しているか。 4 

5 教育観・学生観を示しているか。 4 

6 教育理念・目的を教職員・学生が認識をし、達成出来ているか。 3 

総
評 

全体的には昨年度と同様に高い評価を維持している。教育理念については、高校

生やその保護者、所属校の進路担当者に対し、継続的に学校案内やガイダンス、

ホームページに明示している。学内においても、説明会、相談会、高校訪問、ｵｰﾌﾟ

ﾝｷｬﾝﾊﾟｽ、新学期などの機会を活用し明示している。入学した学生や在籍している

学生に対しても、年度初めに周知している。また、医療現場における職業倫理な

どを徹底して教示している。次年度は刷新したカリキュラムを稼働させ更なる教

育活動の充実につなげていきたい。 

Ⅱ 

教
育
目
標 

7 教育目標は、理念・目的と一貫性があるか。 4 3.

5 8 教育目標の実現可能性はあるか。 4 

9 教育目標は到達しているか。 3 

10 教育目標に継続教育が反映されているか。 3 

総
評 

教育目標は理念・目的と一貫性があり、実現可能なものである。しかし教育目標

はまだ十分には達しておらず更なる努力が必要である。また、カリキュラム改定

に向けて教育目標を再評価したことにより全教員にも周知できたので、新しく見

直した教育目標が継続教育に反映できるよう尽力したい。 

Ⅲ 

教
育
課
程
・
経
営 

11 教育課程は看護学の内容・求める学習の到達及び学生の成長発達に

ついて明確な考え方と根拠をもって編成されているか。 

4 3.

9 

12 教育理念・目的・目標にあった科目設定をしているか。 4 

13 教育課程・授業・評価に一貫性があるか。 4 

14 科目設定に学校特色を盛り込んでいるか。 4 

15 科目設定に社会のニーズを考慮しているか。 3 

16 授業計画に基づいて授業を実施しているか。 4 

17 指定規則に合致した単位・時間設定か。 4 

18 単位履修の方法とその制約について、教員学生双方がわかるように

明示してあるか。 

4 

19 大卒の入学生に単位の認定を行っているか。 4 

20 評価の方法は試験・出席・学習状況・レポートにより行われている

か。 

4 



 

21 単位認定のための評価基準と方法を明示しているか。 4 

22 教員が自己研鑽出来る環境を整えているか。 4 

23 教員が専門性を発揮出来るように、教員の担当科目と時間数を配分

しているか。 

4 

24 科目を担当する講師は、その分野を教授するのにふさわしい者が担

当しているか。 

4 

25 実習科目の目標・内容に見合った実習施設を確保しているか。 4 

26 実習施設は学生の看護実践を支援する体制を整えているか。 3 

27 実習指導者は実習要項をもとに、実習指導案を立案・実施・計画し

ているか。 

3 

28 実習指導者と教員は役割分担を明確にして指導しているか。 4 

29 学生からケアを受ける対象者に説明を行い同意を得ているか。 4 

30 実習中の不慮の事故等に関しての、保険等の対策を取っているか。 4 

Ⅲ 

教
育
課
程
・
経
営 

総
評 

教育課程・理念・目的・目標は整備され学生にも周知しており、今年度も学生に

よるカリキュラム評価を実施することができた。カリキュラム改定では、さらに

現代の学生に合わた教育課程編成を行った。複数学科を有する当法人の特性を踏

まえて昨年度より多職種連携に取り組む準備をしていたが、今年度もコロナ禍の

影響があり集合した状況での多職種連携には至らなかった。次年度も連携調整し

てその実現を目指していきたい。また社会のニーズを考慮した科目設定をカリキ

ュラム改定で行った。今年度もコロナ禍の影響で臨床実習には翻弄した状況では

あったが、病院協力のもと実習調整者が臨床と協議調整を行い感染に留意しなが

ら臨床に出向くことができた。次年度も施設担当者と協議を持ち学生に不利益に

ならないように対応していく。また実習指導者と教員は協議のもと役割分担し、

学生指導ができているので継続していく。総合保障制度 WILL に加入しており学生

を守るシステムが稼働している。 

Ⅳ
教
授
・
学
習
・
評
価
過
程 

31 授業の内容は、教育課程との関係において、当該学生の学習成果を

考慮して科目が配置されているか。 

4 3.

6 

32 授業内容は精選され学生のレディネスに沿って構成されているか。 4 

33 授業形態（講義・演習・実習）は、授業内容に応じて選択されてい

るか。 

4 

34 授業展開に用いる指導技術についての考え方は、学生が主体的に考

え学習する事が可能な授業形態が導入されているか。 

3 

35 学生に対して効果的な教育・指導を行うために、教員間の協力体制

を明確にしているか。 

3 

36 評価計画を立案・実施しているか。 3 

37 評価結果に基づき、実際に授業を改善しているか。 3 

38 学生に単位認定のための評価基準と方法を公表しているか。 4 

39 単位認定の評価には公平性が保たれているか。 4 



 

総
評 

授業内容や形態に関しては、系統立てて構成されており教員間で相談・意見交換

している。全体の授業ではグループワークを取り入れるなど主体性を考える力を

高めている。 

年度末には学年会議や単位認定会議を開催し次年度に繋げることができいる。 

昨年度より授業評価や実習評価を行うシステムが稼働しており、カリキュラム改

正では、意見を反映した教育内容を取り入れている。 

Ⅴ
経
営
・
管
理
過
程 

40 養成所の管理者は教育課程経営についての考え方を明示している

か。 

4 3.

6 

41 養成所の管理者は養成所の管理運営等についての考え方を明示して

いるか。 

4 

42 教職員は養成所の設置者と管理者の考え方を理解しているか。 4 

43 養成所の組織体制は、教育理念・教育目的を達成するための権限や

役割機能が明確になっているか。 

4 

44 意思決定システムが明確になっているか。 4 

45 意思決定システムは、組織構成員の意思を反映でき、決定事項が周

知出来るように整えられているか。 

4 

46 教職員の資質の向上については教育理念・教育目的達成との整合性

があるか。 

3 

47 財政基盤を確保することについての考え方が明確であるか。 4 

48 教職員は、養成所がどのような財政基盤によって成り立っているか

を理解しているか。 

4 

49 管理者の考え方に基づいて、設備整備計画を立案し、実施している

か。 

3 

50 専門教育に必要な施設設備を計画的に整備しているか。 4 

51 学生が学生生活を円滑に送り、教職員が職務を円滑に遂行できるよ

うに施設設備を整備しているか。 

3 

52 火災及び自然災害に対する体制を整えているか。 3 

53 学生が活用しやすいように学生生活の支援体制を整えているか。 3 

54 支援体制は、実際に学生に活用され、学修の継続を助けているか。 4 

Ⅴ
経
営
・
管
理
過
程 

55 学生の安全の確保、個人情報の保護のための体制が整えられている

か。 

4 3.

7 

56 教育・学習活動に関する情報提供を保護者に行っているか。 3 

57 保護者への情報提供は保護者から協力・支援を得ることに繋がって

いるか。 

3 

58 養成機関としての存在を十分にアピールする広報活動を適切に行っ

ているか。 

4 

59 養成所は明確な将来構想のもとに、運営の中長期計画、短期計画、

年間計画を立案しているか。 

4 

60 運営計画の実施・評価は将来構想との整合性をもっているか。 4 

61 自己点検・自己評価の意味と目的を理解しているか。 4 

62 自己点検・自己評価体制を整え運営しているか。 4 



 

63 自己点検・自己評価は養成所のカリキュラム運営、授業実践にフィ

ートバックするように機能しているか。 

3 

64 自己点検・自己評価は養成所の教育理念・目的・目標の維持、改善

につながるように機能しているか。 

4 

65 自己点検・自己評価の結果を公表しているか。 4 

総
評 

養成所の管理者は運営協議会や教務会議の場で経理･運営等について公表、明示し

ており、教職員は職務分掌や学則を理解している。意志決定システムは就業規則

に掲載され明確であり、決定事項が周知できるように整えられている。教職員の

資質の向上については、目標管理シートの作成と評価･面談により教育理念･教育

目的達成との整合性が保てるように管理されている。財政基盤の成り立ちは学園

運営協議会で内容が公表され教務会議で周知されている。施設設備は定期点検に

より修繕整備され運営管理されている。災害管理としては、学生分の防災グッズ

を整理し備蓄をしている。学生生活の支援体制は整えられており、それを活用し

やすいように学生に説明・周知されている。個人情報保護のために PC ウイルスソ

フトをインストールしているが、USB の使用など高い安全性は保てていない状況は

ある。昨年より、コロナ感染が継続しているため、遠隔授業が適宜導入されてい

る。更なる個人情報保護の徹底をする必要がある。情報提供は遠隔保護者会を通

じ速やかに行われており、保護者からの喜びの声が聞かれ、協力･支援を得ること

に繋がっている。人口動態にける受験者数を分析し、学校運営の中長期計画、短

期計画、年間計画が立案され実践している。また、年間を通して計画的に高校訪

問を行い、進路担当者と連携をとり広報活動がなされている。学校運営は法人内

で審議計画され、将来構想と整合性が保たれるように運用されている。自己点検･

自己評価は６年目となり、話し合いは行われているが、カリキュラム運営、授業

実践へのフィードバックは完全とはいえない。現在、新カリキュラムがほぼ出来

上がった。自己点検・自己評価は、ホームページで公開している。 

Ⅵ
入
学 

66 教育理念・目的との一貫性をもって入学者選抜についての考え方を

述べているか。 

4 4 

67 入学者状況、入学者の推移について、入学者選抜方法の妥当性およ

び教育効果の視点から分析し、検証しているか。 

4 

68 入学希望者への開拓への取り組みはなされているか。 4 

総

評 

学校のホームページ、募集要項に学校の理念や求める学生像を明示し、選抜方法

についても明示している。入学者の推移を毎年集積し、データベース化している。

今後も引き続き入学選抜方法の妥当性を検討していく。オープンキャンパスやユ

マフェスを定期開催し開拓に取り組んでいる。高校ガイダンスでも学校紹介や高

校へ依頼があれば出張講義や遠方の方に関してはオンライン等を活用し対応を行

っている。 

Ⅶ
卒
業
・
就
職
・
進
学 

69 卒業時の到達状況を捉える方法が明確であり、計画的に行っている

か。 

3 3.

7 

70 卒業時の到達状況を分析しているか。 3 

71 卒業生の就業・進学状況・国家試験合格状況を分析しているか。 4 

72 卒業生の就業先との情報交換や調査の実施等が出来る体制を整えて

いるか。 

4 



 

73 卒業生の就業先での情報を把握し、問題を明確にしているか。 4 

74 卒業生の支援体制を整えているか。 4 

総
評 

卒業時の到達度状況は学業成績および実習経験録により捉えて分析している。ま

た OSCE の授業にも反映させている。国家試験に関しては、毎年データ化している。

少人数化し外部組織を活用した対策講座を行い、また、補講も加えることで合格

率向上に努めている。就業先との情報交換は担当者間で意見交換されている。就

業先は施設からの進捗状況報告を受けたり、訪問時に様子を聞いている。卒業生

の支援体制については個々で成り立っているが今後は全体として一本化をし体制

を統一していく。また現在卒業生の PR 本を作成し、学校・関係病院を PR する活

動を実施している。この PR 本をもとに入学生の将来ビジョン確立にも繋げていき

たい。 

Ⅷ
地
域
社
会/

国
際
交
流 

75 地域社会との連携に向けて、地域のニーズを把握しているか。 3 3.

2 76 教育活動を通して地域社会への貢献を組織的に行っているか。 4 

77 養成所から地域社会へ情報を発信する手段を持っているか。 4 

78 国際的視野を広げるための教育内容を設定しているか。 4 

79 海外からの帰国学生や留学生の受け入れ体制を整えているか。 2 

80 留学や海外において看護職に就くこと等を希望する学生に対応でき

る体制を整えているか。 

2 

総
評 

地域社会との連携に向けて県内で開催される各種会議や研修を通して把握に努め

ている。地域に向けて学園グループ合同で高校生対象としたフェスを実施してい

る。ボランティア活動は、１年生を対象に、とこわか大会の横断幕の作成や手話

教室に参加している。また、赤十字ボランティア活動をテーマとした講義の聴講

や献血などの慈善活動も実施している。 

留学生の受け入れ体制に関しては実績は無い。看護教育の中で国際的視野を広げ

るための教育は必要であり、外国の文献、インターネットの活用を取り入れやす

い環境を整える。新カリキュラムでは地域看護学の科目を設定し、フィールド研

究における施設提携・地域社会との連携を深めていく。 

災害授業の講義演習を通して災害時に地域に協力できるよう教育している。 

しかし担当者は決まっておりいつでも稼動できる状態である。 

Ⅸ
研
究 

81 教員の研究活動を保証（時間的、財政的、環境的）にしているか。 3 3 

82 教員の研究活動を助言、検討する体制を整えているか。 4 

83 研究の成果を発表しているか。 2 

総
評 

教員の研究活動は保障される体制は整えられている。本年度、研究の準備はして

いたがコロナ禍のため自制した。しかし、教員一人ひとりは研究に価値をおき、

専門性を高めるために努めた。今後も、新しい情報を取り込み、創意工夫した教

授・学習活動を展開できるように研究的姿勢を涵養していく。 

  
 

 

 

 

 



 

項目 R3 R2 

Ⅰ 教育理念・目的 3.8 3.8 

Ⅱ 教育目標 3.5 3.5 

Ⅲ 教育課程・経営 3.9 3.8 

Ⅳ 教授・学習・評価過程 3.6 3.4 

Ⅴ 経営・管理過程 3.7 3.6 

Ⅵ 入学 4 4 

Ⅶ 卒業・就職・進学 3.7 3.6 

Ⅷ 地域社会／国際交流 3.2 3.1 

Ⅸ 研究 3 3.3 
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2021 年度 自己点検・自己評価 

ユマニテク看護助産専門学校 助産専攻科 

      

評価基準：当てはまる 4 点、ほぼ当てはまる 3 点、やや当てはまる 2 点、当てはまらない 

1 点 

大項目 評価対象項目 小評

価 

評

価 

Ⅰ 

教
育
理
念
・
目
的 

1 教育理念・目的は法的整合性と独自性があるか。 3.5 3 

2 教育理念・目的を周知しているか。 2.5 

3 専門職についての考え方を示しているか。 3.3 

4 看護・助産教育についての考え方を示しているか。 3.5 

5 教育観・学生観を示しているか。 3 

6 教育理念・目的を教職員・学生が認識をし、達成出来ているか。 2.5 

総
評 

教育理念・目的、助産教育の考え方については、ホームページで公表するほか、

入学希望者には学校案内やオープンキャンパス、入試説明会、個別相談会など

を活用し明示している。学生に対しても入学時や実習前等に専門職者としての

心構えについて伝えている。また、教育観・学生観については、3 つのポリシ

ーを学生募集要項に明示するほか、来年度からはシラバスにも掲載していく。

今年度はカリキュラム改正に取り組む過程で教員の認識が深まり、ポイント上

昇につながったと考える。今後は行事や入学・実習等の節目に意識的に周知す

ることや、卒業に達成度を確認し評価につなげることが課題であると考える。 

Ⅱ 

教
育
目
標 

7 教育目標は、理念・目的と一貫性があるか。 2 2.6 

8 教育目標の実現可能性はあるか。 3.5 

9 教育目標は到達しているか。 2.5 

10 教育目標に継続教育が反映されているか。 2.5 

総
評 

前年比 0.6 ポイント上昇した。教育目標と理念・目的の一貫性、目標の実現可

能性については、カリキュラム改正に取り組み、助産の対象を取り巻く社会の

現状や学生の変化を考慮し改正した。今後は教育を実践しながら検証してい

く。ガイドラインにそった卒業時到達度評価は実施しているため、教育目標を

反映させた項目を検討し客観的な評価としていく。卒業後の継続教育について

も、継続して教育目標に掲げたため、同窓会等も活用しての実施が課題である。 

Ⅲ 

教
育
課
程
・
経
営 

11 教育課程は助産学の内容・求める学習の到達及び学生の成長発達

について明確な考え方と根拠をもって編成されているか。 

3.3 3.2 

12 教育理念・目的・目標にあった科目設定をしているか。 3.3 

13 教育課程・授業・評価に一貫性があるか。 3 

14 科目設定に学校特色を盛り込んでいるか。 3 

15 科目設定に社会のニーズを考慮しているか。 3 

16 授業計画に基づいて授業を実施しているか。 3.3 

17 指定規則に合致した単位・時間設定か。 3.8 

18 単位履修の方法とその制約について、教員学生双方がわかるよう

に明示してあるか。 

3 



 

19 大卒の入学生に単位の認定を行っているか。 1.8 

20 評価の方法は試験・出席・学習状況・レポートにより行われてい

るか。 

3.8 

21 単位認定のための評価基準と方法を明示しているか。 3.3 

22 教員が自己研鑽出来る環境を整えているか。 2.5 

23 教員が専門性を発揮出来るように、教員の担当科目と時間数を配

分しているか。 

3 

24 科目を担当する講師は、その分野を教授するのにふさわしい者が

担当しているか。 

3.5 

25 実習科目の目標・内容に見合った実習施設を確保しているか。 3.3 

26 実習施設は学生の看護実践を支援する体制を整えているか。 3 

27 実習指導者は実習要項をもとに、実習指導案を立案・実施・計画

しているか。 

3.3 

28 実習指導者と教員は役割分担を明確にして指導しているか。 3.3 

29 学生からケアを受ける対象者に説明を行い同意を得ているか。 3.8 

30 実習中の不慮の事故等に関しての、保険等の対策を取っているか。 4 

Ⅲ 

教
育
課
程･

経
営 

総
評 

前年比 1.0 ポイント上昇、特に評価および単位認定の項目で上昇した。今まで

曖昧であった評価の方法と配分をキャンパスガイドに明記したこと、複数の教

員が担当する教科で評価基準を作成したことが要因であると考える。教員が自

己研鑽できる環境についての評価が低いことに関しては、今年度に入会した全

国助産教育協議会の各種研修を積極的に活用するなど、助産に関する専門領域

に限らず、教育分野についても整備する必要がある。実習に関しては、昨年度

「実習のてびき」を大幅に加筆・修正した。今年度活用しての評価を踏まえ、

更なる修正を図っていく。学生の事故等に関しては総合保障制度 WILL に加入

しており学生を守るシステムが稼働しており、今年度も活用された。 

Ⅳ
教
授
・
学
習
・
評
価
過
程 

31 授業の内容は、教育課程との関係において、当該学生の学習成果

を考慮して科目が配置されているか。 

3.5 3.3 

32 授業内容は精選され学生のレディネスに沿って構成されている

か。 

3 

33 授業形態（講義・演習・実習）は、授業内容に応じて選択されて

いるか。 

3.5 

34 授業展開に用いる指導技術についての考え方は、学生が主体的に

考え学習する事が可能な授業形態が導入されているか。 

3.8 

35 学生に対して効果的な教育・指導を行うために、教員間の協力体

制を明確にしているか。 

2.8 

36 評価計画を立案・実施しているか。 2.8 

37 評価結果に基づき、実際に授業を改善しているか。 3 

38 学生に単位認定のための評価基準と方法を公表しているか。 3.5 

39 単位認定の評価には公平性が保たれているか。 3.5 



 

総
評 

前年比 1.4 ポイント上昇。授業内容や形態に関しては、系統立てて構成されて

おり教員間で相談・意見交換を行っている。授業ではアクティブラーニング等

を積極的に取り入れており、特に今年度は分娩介助演習において、より学生が

主体的に考える演習形態としたこと、授業・実習評価については、今年度より

全授業・実習においてアンケ―トを導入したこと、評価基準を客観的に示した

ことがポイントアップに繋がった。今後は評価結果を活用すること、複数教員

で行う評価において、より公平性のある評価が可能な基準作成が課題である。 

Ⅴ
経
営
・
管
理
過
程 

40 養成所の管理者は教育課程経営についての考え方を明示している

か。 

3.3 2.9 

41 養成所の管理者は養成所の管理運営等についての考え方を明示し

ているか。 

2.8 

42 教職員は養成所の設置者と管理者の考え方を理解しているか。 3.3 

43 養成所の組織体制は、教育理念・教育目的を達成するための権限

や役割機能が明確になっているか。 

3.3 

44 意思決定システムが明確になっているか。 3 

45 意思決定システムは、組織構成員の意思を反映でき、決定事項が

周知出来るように整えられているか。 

2.5 

46 教職員の資質の向上については教育理念・教育目的達成との整合

性があるか。 

3 

47 財政基盤を確保することについての考え方が明確であるか。 3 

48 教職員は、養成所がどのような財政基盤によって成り立っている

かを理解しているか。 

2 

49 管理者の考え方に基づいて、設備整備計画を立案し、実施してい

るか。 

3.3 

50 専門教育に必要な施設設備を計画的に整備しているか。 3 

51 学生が学生生活を円滑に送り、教職員が職務を円滑に遂行できる

ように施設設備を整備しているか。 

3 

52 火災及び自然災害に対する体制を整えているか。 2.3 

53 学生が活用しやすいように学生生活の支援体制を整えているか。 3 

54 支援体制は、実際に学生に活用され、学修の継続を助けているか。 3 

Ⅴ
経
営
・
管
理
過
程 

55 学生の安全の確保、個人情報の保護のための体制が整えられてい

るか。 

3.5 

56 教育・学習活動に関する情報提供を保護者に行っているか。 1.8 

57 保護者への情報提供は保護者から協力・支援を得ることに繋がっ

ているか。 

1.5 

58 養成機関としての存在を十分にアピールする広報活動を適切に行

っているか。 

3.3 

59 養成所は明確な将来構想のもとに、運営の中長期計画、短期計画、

年間計画を立案しているか。 

3.3 

60 運営計画の実施・評価は将来構想との整合性をもっているか。 2.8 

61 自己点検・自己評価の意味と目的を理解しているか。 3 

62 自己点検・自己評価体制を整え運営しているか。 2.8 



 

63 自己点検・自己評価は養成所のカリキュラム運営、授業実践にフ

ィートバックするように機能しているか。 

3 

64 自己点検・自己評価は養成所の教育理念・目的・目標の維持、改

善につながるように機能しているか。 

3 

65 自己点検・自己評価の結果を公表しているか。 3 

総
評 

前年比 0.9ポイント上昇。養成所の管理者は運営協議会や教育会議の場で経理･

運営等について公表、明示している。職務分掌については、質・量の両面から

今見直しを行ったが、以前偏りは存在するため見直しを継続してく。意志決定

システムは就業規則に掲載され明確であり、決定事項が周知できるように整え

られているが、教員が有効活用するまでには至っていない。教職員の資質の向

上については、目標管理シートの作成と評価･面談により教育理念･教育目的達

成との整合性が保てるように管理されている。財政基盤の成り立ちは学園運営

協議会で内容が公表されているが、教員会議での周知には至っていない。施設

設備は定期点検により修繕整備され運営管理されている。災害管理としては、

学生分の防災グッズを整理し備蓄をしているが、避難経路の確保等課題が残

る。学生生活の支援体制は整えられており、それを活用しやすいように学生に

説明・周知されている。個人情報保護については入学前から学生へ周知し強化

を図った。来年度以降もコロナ感染による遠隔授業の可能性もあるため更なる

個人情報保護の徹底をする必要がある。保護者への情報提供は学生を通じて行

っている。今年度はオープンキャンパスを 2 回実施し、受験生増加につながっ

た。学校運営は法人内で審議計画され、将来構想と整合性がたもてるように運

用されている。自己点自己点検・自己評価についても継続してホームページで

公開していく。 

Ⅵ
入
学 

66 教育理念・目的との一貫性をもって入学者選抜についての考え方

を述べているか。 

3.3 3.1 

67 入学者状況、入学者の推移について、入学者選抜方法の妥当性お

よび教育効果の視点から分析し、検証しているか。 

2.8 

68 入学希望者への開拓への取り組みはなされているか。 3.3 

総

評 

前年比 1.0 ポイント上昇。学校のホームページ、募集要項に学校の理念や求め

る学生像を明示し、選抜方法についても明示している。入学者の推移を毎年集

積し、データベース化している。今後も引き続き入学選抜方法の妥当性を検討

していく。2 回のオープンキャンパス実施に加え、希望者には個別対応を行う

など、入学希望者開拓に取り組んでいる。 

Ⅶ
卒
業
・
就
職
・
進
学 

69 卒業時の到達状況を捉える方法が明確であり、計画的に行ってい

るか。 

3.5 2.7 

70 卒業時の到達状況を分析しているか。 3.3 

71 卒業生の就業・進学状況・国家試験合格状況を分析しているか。 3.5 

72 卒業生の就業先との情報交換や調査の実施等が出来る体制を整え

ているか。 

2.5 

73 卒業生の就業先での情報を把握し、問題を明確にしているか。 1.8 

74 卒業生の支援体制を整えているか。 1.8 



 

総
評 

前年比 0.6 ポイント上昇。卒業時の到達度状況は学業成績および卒業時到達度

目標の到達度調査により分析している。国家試験に関しては、毎年データ化し

ている。今年度もグレクサを導入し、得られた個々のデータを基に個別指導を

行い合格率向上に努めた。就業先との情報交換については、実習関連施設との

情報交換は良好であるが、特に県内のその他施設との情報交換は手薄となって

おり機会・手段を考慮する必要がある。卒業生の支援体制については、ゼミ生

を中心に教員個々で行うことはあるが、学校や同窓会での組織としての支援体

制がほとんど機能していないため、整備の必要がある。 

Ⅷ
地
域
社
会/

国
際
交
流 

75 地域社会との連携に向けて、地域のニーズを把握しているか。 2.5 1.6 

76 教育活動を通して地域社会への貢献を組織的に行っているか。 2.3 

77 養成所から地域社会へ情報を発信する手段を持っているか。 1.8 

78 国際的視野を広げるための教育内容を設定しているか。 1 

79 海外からの帰国学生や留学生の受け入れ体制を整えているか。 1 

80 留学や海外において看護職に就くこと等を希望する学生に対応で

きる体制を整えているか。 

1 

総
評 

前年から大きな変化はなく、評価も低い。地域社会との連携に向けて県内開催

の各種会議や研修を通してニーズの把握に努めているが、周産期に限定されが

ちである。また、地域への情報発信は学園の他学科学生に向けての健康教育に

とどまっている。留学生の受け入れや留学生等に関しては実績は無い。今後の

課題である。 

Ⅸ
研
究 

81 教員の研究活動を保証（時間的、財政的、環境的）にしているか。 1.8 1.3 

82 教員の研究活動を助言、検討する体制を整えているか。 1.3 

83 研究の成果を発表しているか。 1 

総
評 

前年から大きな変化はなく、評価も低い。研究活動は申請し承認を受ける事で

保障されるシステムが構築されているが、時間的な保証を担保することがかな

り困難である。業務をスリム化して研究時間を捻出するとともに、学生とのゼ

ミナール活動や学会への入会、研修会への参加を継続し、自己の専門性を高め

て研究活動につなげていく。また、個々の教員の力量に任せるだけでなく、組

織として研究に取り組む姿勢も必要となる。 

 
 
 

    

  
項目 R3 R2   
Ⅰ 教育理念・目的 3 2.6   
Ⅱ 教育目標 2.6 2   
Ⅲ 教育課程・経営 3.2 2.2   
Ⅳ 教授・学習・評価過程 3.3 1.9   
Ⅴ 経営・管理過程 2.9 1.8   
Ⅵ 入学 2.7 2.1   
Ⅶ 卒業・就職・進学 2.1 2.1   
Ⅷ 地域社会／国際交流 1.6 1.4   
Ⅸ 研究 1.3 1.1      



 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


